
 

  

 

「被爆 100 周年に向けた復興都市計画等の再検証に係る共同研究」連携企画 

特別講演・中間報告会を開催します！ 

公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部と広島市は、今年度より「被爆 100 周年に向けた復興

都市計画等の再検証に係る共同研究」を進めています。 

本中間報告会では、これまで共同研究に参加してきた学生たちが、講演会やフィールドワーク、ワー

キンググループ活動等を通じて学んだことや、広島の復興・都市形成について見えてきたこと、今後さ

らに深掘りしていきたい課題や問いについて発表を行います。 

また、丹下憲孝氏（株式会社TANGE 建築都市設計 代表取締役/ CEO）をお招きし、広島の復興都市計

画や平和記念公園に込められた思想などについて特別講演をいただき、「広島の価値と問い」を市民の皆

様と共有し、広島の復興の歩みや、そこに込められたまちづくりへの思いを改めて考える機会とします。 

なお、共同研究では今後も学生を中心としたワーキンググループを順次開催し、年間を通じて研究

活動を進める予定です。ワーキンググループは一般公開を予定しておりませんが、取材を希望される

場合はお問い合わせください。  

１ 開催名 

 「被爆 100 周年に向けた復興都市計画等の再検証に係る共同研究」中間報告会 

２ 中間報告会（概要）  

 (1) 日時  令和８年１０月３１日（土） １２時３０分～１４時３０分（開場１２時００分） 

 (2) 場所  広島国際会議場 ダリア②（広島市中区中島町１－５） 

 (3) 参加者 どなたでも参加可能（事前申込制・先着順） 

【申込フォーム URL】 

https://forms.gle/3oRmWQ4HKNTSu5LK7 

 (4) 定員  150 名 

  (5) 参加費 無料 

３ プログラム （詳細は別紙のとおり） 

１.開会・趣旨説明 

２.特別講演 講師：丹下憲孝 氏 

広島平和記念公園や平和記念資料館の設計を手掛けた建築家・丹下健三氏の理念と思想を受け継ぎ、自らも建築

家として国内外で活躍する丹下憲孝氏（株式会社 TANGE 建築都市設計 代表取締役 CEO）をお招きし、広島の復興

都市計画や平和記念公園に込められた思想などについて特別講演をいただきます。 

３.共同研究参加学生による中間報告 

  共同研究を通じて学んだことや、広島の復興・都市形成について見えてきたこと、今後さらに深掘りしていきた

い課題や問いについて発表を行います。 

※そのほか、広島都心で展開されるまちづくり活動と連携し、「今」の広島を感じられる企画を現在

調整中です。詳細については、改めてプレスリリースにてお知らせします。 

中間報告会終了後、１４時４５分より平和記念資料館ピロティ付近において、丹下憲孝氏（株式

会社 TANGE 建築都市設計 代表取締役/ CEO）と共同研究に参加している学生による対談を実施し

ます。本対談は一般公開を予定しておりませんが、取材を希望される場合は、中間報告会受付時に

お申し付けください。 

４ 主催等 

主催 公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部・広島市都市整備局 

協力 CITY SCAPE!事務局 

５ 問い合わせ先 

公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部      電話 082-424-7866 

広島市都市整備局都市機能調整部都心まちづくり担当  電話 082-504-2652 

 令和 8年(2026)10 月 20 日(火) 

公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部 

広 島 市 都 市 整 備 局 



 

  

(参考) 

■ 共同研究の概要について 

本共同研究では、次世代を担う学生が中心となり、戦後復興の過程や復興期に込められた先人たち

の思い、願いに触れながら、広島の都市構造や都市活動に込められた理念や価値を再確認し、平和

文化、空間、水と緑、交通、官民協働等の視点から、被爆 100 周年を見据えた広島の都心のあり方

について研究を行います。 

また、この研究を支えるため、民間企業や行政機関等の多様な主体が連携し、それぞれの立場から

講演や講義等を行うことで、広島の復興やまちづくりに関する知見や思いを共有します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ これまでの取組 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 6/12 
(金) 
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(火) 
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